
2025 年度 おきぎんふるさと振興基金事業報告書 

報告日令和７年 10 月 27 日 

 

1． 事業名 杉本信夫 ピアノ曲集『琉球わらべうた万華鏡』のデジタルアーカイブ化 

2． 申請者 杉本信夫『琉球わらべうた万華鏡』刊行実行委員会 

報告：杉本弘子(代表) 

 

3．事業にいたる経過 

作曲家・沖縄伝承音楽研究家の杉本信夫(1934-2022)は、沖縄がアメリカの施政権下に

あった 1960 年代より、50 余年にわたり沖縄、奄美の伝承歌を土地のお年寄りから採

集、五線譜に記録した。それらの歌は時代の変化とともに、忘れられ、失われてしまっ

た歌も多い。杉本は、「文化の継承、特に無形である音楽の継承には創造が不可欠」と

の思いから、わらべ歌を元に、1000 曲を超えるピアノ曲を作曲した。しかし、この曲

集を公表することなく、2022 年に逝去した。 

『琉球わらべうた万華鏡』と名付けられたこの曲集は、各地域の特徴や節回し、時代背

景や生活様式のなかから生まれた豊かな歌の本質を失わず、かつ、現代的な響きとリズ

ムが重ねられた、美しい作品の数々となっている。 

そこで、これらの作品が世に知られ、演奏されることを願う演奏家や研究者などが集ま

って、本事業を企画するに至った。 

 

４．事業の目的 

作品の一部はこれまで大学の紀要や演奏家が取り上げ発表する機会もあったが、殆ど

が未公開で手書きの楽譜のままとなっている。当会は杉本信夫の『琉球わらべうた万華

鏡』をデジタルアーカイブ化することを目的として、下記の事業を行ってきた。 

① 自筆譜の電子的浄書と音源化 

② オンライン発信を目的としたシステム化(ホームページ等の作成) 

これにより、沖縄・奄美のわらべ歌の魅力溢れる作品に誰でもアクセスできるようにし

たい。 

また、沖縄・奄美の伝統音楽を貴重な文化として継承し、伝統音楽の新しい創造的な力

を発信していきたい。 

 

 

 

 

 



５．実施内容の詳細 

（楽譜の浄書・校正作業、ホームページ作成に向けた委員会の活動など） 

 

2023.5.22 

 

 

第１回ミーティング：主旨の賛同者 11 名と、作曲家・編曲家の赤嶺康氏が

参加 

1.ピアノ曲集『琉球わらべうた万華鏡』のネット公開について 

2.楽譜作成ソフトウエアの「finale」を用いて手楽譜を浄書、音源の作成 

3.全曲の浄書を目指す➡赤嶺氏に浄書を依頼 

2023.7.18 

 

赤嶺氏との打ち合わせ 

赤嶺氏と委員会メンバーで、浄書進捗の確認と杉本作品の特徴を共有 

2023.9.29 

  

第２回ミーティング（参加者 10 名） 

1.委員会の発足 

2.浄書楽譜のサンプルと音源サンプルを委員会で共有し、浄書作業の進捗と

作品の特徴などを確認した 

3.校正を行う。校正作業の協力者を募集していく 

2023.10.1    

 

赤嶺氏との打ち合わせ(委員２名) 

赤嶺氏より、自筆譜と浄書譜が一致していないとの説明を受ける 

赤嶺氏へ浄書譜の校正を行うこと伝える 

2023.12～ 委員により校正開始 

2024.1.30   

 

浄書・校正チーム打ち合わせ(赤嶺氏含め、4 名で作業チームとした。) 

赤嶺氏浄書譜と自筆譜と異なる部分について、その原因を確認。 

赤嶺氏と以下の点で合意 

1.誤記の修正(音符や音高の誤読によるもの) 

2.杉本独自の表記、スタイルの尊重 

3.記入漏れなどミスはできる範囲で補う 

4.わからないところはオリジナルのまま(３にも当てはまる) 

5.奏法のこだわりを反映する(解釈しない、一般化しない) 

2024.3.27   赤嶺氏と進捗状況の確認 

2024.4.26   第 3 回ミーティング(参加者 11 名) 

1. 校正内容を委員会メンバーで 10 曲分確認した➡校正は複数人で行って

いくこと。 

2.杉本の曲は沖縄の伝統音楽であり、五線譜の正統的な書法にない記号や書 

き込みがあるが、作曲家は譜面で自らのイメージを演奏者に伝えようと 

し、一方で演奏者を束縛する必要のない要素は書いていない。 

正統的な書法に直すべきでない一方で楽譜作成ソフトは自動的に(finale 



の書式)に変換してしまうため、2 種類の楽譜を作ることとする。 

 

A ウェブ公開する浄書譜は、「杉本信夫の作品」として自筆譜通りを原則

とする 

B サンプル音源用の楽譜を別途作成する 

3.ホームページについて、メタデータの記載方法の確認 各ページの詳細、 

今後のスケジュール 

2024.11.5 第 4 回ミーティング(オンライン参加含め９名) 

1.校正作業の進捗状況と今後の浄書方法について、委員内で共有した。 

杉本の使う特殊な表現などは、図像として自筆譜どおりに表現すること

を目指す。 

2.おきぎんふるさと振興基金の成果報告について➡目標の見直しをした 

2024.11.13 浄書・校正チーム打ち合わせ(赤嶺氏と委員４名参加) 

1.浄書校正作業について、Ａ、B 2 種類の楽譜が必要であることを相互確認

し、細かい修正方法について確認した 

2.まずは２０曲分で赤字戻し(委員２名)→2 校提出(赤嶺)→記号図の処理 

(委員)→確認(委員２名) 

3.校正作業の流れを整え、年度内で何曲仕上がるか予測する 

2025.3,10 浄書・校正チーム打ち合わせ(赤嶺氏と委員 4 名参加) 

1.作業の流れを見直した 

2.音源作成をすすめる 

3.おきぎんふるさと振興基金の成果として 100 曲公開を目指す 

2025.4.30   第５回ミーティング(７名参加) 

1.浄書・校正についての課題検討 

１曲あたり、2 校、3 校と細かい作業になるため、わかりやすく進捗表

で認識できるようにする/finale でできる修正が全て終わった後にイラ

ストレーターで記号(図像)を加える/作業を紙のやりとりでなくデータ

で効率化する/校正作業の人員不足 

2.ホームページ 9 月公開を目標に準備中  

2025.9 自筆譜 100 曲の浄書譜と音源の完成 

 

６．成果 

① 手書きのまま眠っていたピアノ曲集『琉球わらべうた万華』の自筆譜を浄書譜にするこ

とで、視認性が向上し、演奏しやすくなった。(１００曲完成) 

② 楽譜作成ソフト「finale」で浄書した浄書譜は、演奏家など複数人で(実際にピアノで演

奏するなど一音一音)丁寧に校正することで、自筆譜に沿った楽譜となった 



③ 「finale」の限界を補うため「イラストレーター」を併用し図案を作成することで、自筆

譜の特殊な記号や表記を尊重した。 

④ 「finale」で、楽譜を作成することで、100 曲分の音源データを YouTube で公開できた。 

⑤ ホームページを公開した。(現在はパソコン版のみ公開) 

•『わらべうた万華鏡』の全目録(１０４５曲の曲名、わらべ歌を採集した地名) 

•１００曲の浄書譜・自筆譜・電子音による音源・作曲する際参照した資料・歌の説明

•杉本信夫の功績と人間像を紹介することができた。 

⑥ ホームページから YouTube へ移動し、百名香代子氏の演奏による『わらべうた万華鏡』

や、その他の杉本の作曲作品を紹介した。(今後、杉本と親交のあった方々へのインタビ

ュー動画など、随時アップ予定) 

⑦ ミーテイングや校正・浄書チームの打ち合わせを通じて、作曲家本人の音符へのこだわ

りは、沖縄・奄美の伝承歌へのこだわりであること、自筆譜の大切さを委員内で共有、

事業の方向性を、その都度確認しながらすすめていくことができた。 

 

７．課題と今後の展望 

①貴社の助成金申請時の計画では、「浄書を１年で終了する」としていたが、浄書作業開始

後、自筆譜に沿った浄書譜を作成することが、簡単な作業でないことがわかった。 

杉本の作品は、沖縄の伝統音楽の豊かな本質が表現された、杉本独自のものである。そ

の独自性を大切にするため、楽譜作成ソフトで正統的に変換された浄書楽譜を、自筆譜

通りに浄書し直す作業に多くの時間を要することがわかった。 

私どもの見通しの甘さから、この１年間の成果は 100 曲にとどまったが、今後もさま

ざまな機関のご理解・ご支援をいただいて活動を継続し、1000 曲の完成をめざしたい。 

今月、新たに校正に加わってくださる方が増えた。今後も広く、取り組みを知ってもら

い、協力者をふやすことで、時間を要する事業ではあるが、着実に続けていきたい。 

③ ホームページを公開するだけでは発信力が不足しているため、当委員会の活動を広報し、

実際に音楽として届けるコンサートなども企画していきたい。 

④ 全曲の浄書完成後には、手に取って演奏できる選曲集の発刊を目指したい。 

杉本作品を通じて、沖縄の音楽の創造的な力を発信できるものと考える。 

 

８．謝辞 

 委員会を立ち上げ、活動を開始したばかりの私たちに、貴重な資金をご提供いただいた公

益財団法人「おきぎんふるさと振興基金」事務局様をはじめとする関係者様に心より感謝

申しあげます。事業の進捗状況をお伝えした折も励ましの言葉をいただきました。 

杉本信夫のピアノ曲集『琉球わらべうた万華鏡』を紹介することが、沖縄の文化をつたえ

る、ひとつの形(入り口)になることを願い、活動を続けていきたいです。どうか今後も応

援よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 



杉本信夫『琉球わらべうた万華鏡』ホームページのご紹介 

ホームページ URL：https://nobuo.my.canva.site/ 

1. ホーム 

 



２.略歴 

 

 

 

 

 

 



3.『琉球わらべうた万華鏡』曲目録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3－A．楽譜ページ 

目録の曲名をクリックすると各曲の詳細へリンクします。 

採譜場所や作曲月日、曲についての説明を載せています。 

 

 



3－B．楽譜ページ 

音源の視聴や自筆譜の閲覧、浄書譜のダウンロードも可能です。 

 

 

 

 

 



４.著作・調査報告・研究ノート 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５.公開された作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６. メディア掲載 

 

 

７.いただいたエピソード 

 

 

 



８.ギャラリー 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


